
1３６

賞
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
（
主
催
。
☆
安
井
賞
、
金
山
賞
決
定
★
ミ
レ
ー
の
『
落
ち
穂
拾
い
」

芸
術
文
化
団
体
半
ド
ン
の
会
）
こ
の
ほ
ど
、
第
鍋
向
安
井
賞
な
ど
が
一
堂
に
展
覧

ミレー「羊飼いの少女」

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

聯
神
戸
市
諜
合
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
羊
階
の
郵
便
局
の
隣

電
話
二
五
・
－
八
一
六
一
内
線
三
一
六

そ
こ
で
、
本
連
動
で
は
、
次

な
感
謝
状
を
鮒
呈
し
て
、
お
礼

し
ま
し
た
．

の
よ
う

と
い
た

三
宮
セ
ン
タ
‘
・
御
善
意
の
会
〈
会
長

岸
野
利
男
氏
）
は
、
セ
ン
タ
ー
街
容
商

店
の
方
で
結
成
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
社

会
奉
仕
活
効
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
逆
動
に
も
、
こ
の
運
動
発
足
当
初

の
昭
和
四
十
年
以
来
、
い
ろ
い
ろ
と
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
昭
和
四
十
年
に
は
、
笑

福
亭
仁
弧
さ
ん
、
桂
小
春
団
治
さ
ん
、

桂
赤
蝶
さ
ん
ら
数
名
の
落
語
家
に
撲
る

一
・
ラ
ャ
リ
ラ
イ
落
語
会
．
、
や
、
セ
ン
タ

ー
街
で
の
ビ
ラ
配
り
を
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
砥
こ
の
た
び
本
運
勤
に
対
し
て

多
額
の
運
劾
覧
金
の
ご
恵
陶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
善
意
の
会
の

ご
焼
力 雛
鯉
麗

Ｉ

幾
多
の
ご
脇

た
さ
ら
に

が
十
五
周
年

し
多
額
の
ご

り
が
と
う
ど

こ
こ
に
量
全

く
感
謝
の
道

叩
和
五
十

誕
生
Ｒ
あ

こ
の
た
び
本
運
動

記
念
を
迎
え
る
に
際

恵
阻
を
た
ま
わ
り
あ

ざ
い
ま
し
た

の
ご
行
為
に
対
し
深

考
表
し
ま
す

五
年
》
月
・
・
十
五
円

り
が
と
う
連
動
木
部

多
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

感
謝
状

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
善
意
の
会

会
長
岸
野
利
男
殿

賢
会
は
誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動

発
足
当
初
よ
り
本
運
動
の
輔
神
に

ご
理
解
を
示
さ
れ
多
年
に
わ
た
り
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〃
神
戸
は

俺
の
街
な
ん

だ
″
と
歌
う

こ
の
曲
は
、

い
る
。
Ｂ
面
も
や
は
り
木
場
さ

ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
「
パ
テ
ィ

パ
チ
イ
」
Ｏ

販
売
は
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
北
野
店
お
よ
び
ト

ア
ロ
ー
ド
店
、
神
戸
っ
子
編
築
室
、
星
電

社
ほ
か
。
６
０
０
円

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
オ

リ
ン
ズ
市
の
名
誉
市
民
で
も
あ

る
ア
マ
チ
ュ
ア
・
デ
キ
シ
ー
バ

ン
ド
〃
一
三
－
オ
リ
ン
ズ
・
ラ

ス
カ
ル
ズ
〃
が
、
去
る
１
月
加

日
に
や
は
り
白
い
異
人
館
で
録

音
し
、
３
月
幻
日
、
ビ
ク
タ
ー

音
楽
産
業
か
ら
Ｌ
Ｐ
と
な
っ
て

発
売
さ
れ
る
。
「
リ
ン
ゴ
の
木

紀
中
頃
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ォ
ン

テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
森
の
小
村
ｌ

バ
ル
ビ
ゾ
ン
で
絵
を
描
い
た
画

家
を
中
心
と
し
た
一
群
の
風
景

画
家
の
こ
と
で
あ
り
、
今
回
の

展
覧
会
に
は
ミ
シ
ェ
ル
、
コ
ロ

ー
、
ド
ゥ
カ
ン
、
ユ
エ
、
デ
ィ

ア
ズ
、
ポ
ド
メ
ル
、
ト
ロ
ワ
イ

ョ
ン
、
デ
ュ
プ
レ
、
ル
ソ
ー
、

ジ
ャ
ッ
ク
、
ミ
レ
ー
、
ド
ー
ピ

ニ
ー
、
ア
ル
ピ
ー
ー
ー
、
レ
ー
ル

ミ
ッ
ト
の
狸
作
家
約
１
４
０
点

が
紹
介
さ
れ
る
。
本
格
的
な
バ

ル
ピ
ゾ
ン
派
展
と
し
て
大
い
に

期
待
さ
れ
る
催
し
だ
。

・
般
７
０
０
円
（
６
０
０
円
）
大
・
高
生

５
０
０
円
（
４
０
０
円
）
中
・
小
生
２
５

０
円
（
１
５
０
円
）
（
〉
内
は
前
売
団
体

☆
今
年
も
話
題
を
呼
ぶ

ア
ー
ト
・
ナ
ウ
Ⅷ
開
催

関
西
の
現
代
美
術
の
最
前
線

を
紹
介
し
、
毎
年
話
題
を
呼
ん

で
い
る
「
ア
ー
ト
・
ナ
ウ
展
」

が
３
月
２
日
か
ら
釦
日
ま
で
、

県
立
近
代
美
術
館
で
開
か
れ
る

の
下
で
」
な
ど
１
９
０
０
１
１

９
１
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
ン
ソ

ン
グ
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
タ

イ
ト
ル
も
「
○
○
○
口
○
Ｆ
ロ

ロ
津
雷
些
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
末
広
光
夫
さ
ん
は
「
こ
の
白

い
異
人
館
は
ま
る
で
一
一
ユ
ー
オ

リ
ン
ズ
の
占
い
家
の
雰
囲
気
、

ラ
ス
カ
ル
ズ
の
》
塑
奏
に
は
ぴ
っ

た
り
で
す
」
と
話
し
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
の
河
合
良
一
さ
ん
も

「
終
始
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
で
演

っ
て
る
気
分
で
し
た
」
と
ゴ
キ

ゲ
ン
。
神
戸
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド

ジ
ャ
ズ
協
会
の
推
せ
ん
盤
。

（
観
覧
料
／
一
般
２
０
０
円
、
大
・
高
生

１
５
０
円
、
中
・
小
生
１
０
０
円
）

同
展
は
今
年
で
六
回
目
を
迎

え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に 昨年のアート・ナウ' 7 9 会場風景

中
堅
や
実
績
の
あ
る
作
家
ば
か

り
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
新
鋭
に
も
発
表

の
場
を
提
供
す
る
と
い
う
姿
勢

は
変
わ
ら
ず
、
今
年
は
次
の
調

名
１
グ
ル
ー
プ
が
出
展
す
る
。

八
立
体
Ｖ
木
内
喜
雄
（
京
都
）
北
野
正
治

（
大
阪
）
信
没
奨
（
大
阪
）
曾
我
孝
司

（
同
）
樋
口
洋
子
（
同
）
堀
行
雄
（
兵
庫
）

松
本
燕
（
京
都
）
、
〈
平
而
Ｖ
上
前
智
祐

（
兵
脈
）
大
寺
俊
紀
（
大
阪
）
木
村
嘉
子

（
同
）
日
下
部
一
司
（
同
）
黒
川
博
（
京

都
）
斎
藤
俊
徳
（
広
島
）
田
中
一
好
（
兵

庫
）
野
村
仁
（
大
阪
）
福
田
弘
美
（
奈
良
）

森
団
秀
（
京
都
）
山
本
和
弘
（
大
阪
）
横

瀧
秀
実
（
同
）
吉
田
旗
喜
（
兵
庫
）
、
〈
版

画
Ｖ
石
井
千
晶
（
広
島
）
木
村
浩
（
兵

庫
）
村
上
文
生
（
京
都
）
森
俊
夫
（
岡
山
）

八
陶
芸
Ｖ
楓
な
な
子
（
京
都
）
林
正
子

（
大
阪
）
星
野
暁
（
京
都
）
母
袋
幸
子
（
同
）

八
染
織
Ｖ
麻
田
怖
二
（
京
都
）
八
共
同
制

作
Ｖ
ザ
・
プ
レ
イ

☆
白
い
異
人
館
を
背
景
に

レ
コ
ー
ド
制
作
二
題

去
る
２
月
蛸
日
、
北
野
。
白

い
異
人
館
で
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
北

野
店
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
「
神
戸

物
語
」
が
レ
コ
ー
ド
と
な
っ
て

３
月
焔
日
に
発
売
さ
れ
る
。

木
場
孝
雄
さ
ん
昨
年
６
月
に

完
成
し
、
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
北
野

店
で
歌
わ
れ
て
い
た
が
音
楽
関

係
者
か
ら
も
注
目
さ
れ
始
め
て

い
た
。
シ
ン
プ
ル
な
曲
で
、
作

詞
・
作
曲
し
、
そ
し
て
歌
う
ジ

ョ
ー
こ
と
木
場
孝
雄
さ
ん
は

「
神
戸
の
み
ん
な
に
口
ず
さ
ん

で
欲
し
い
ん
で
す
」
と
話
し
て

ニューオリンズ・ラスカルズ
（白い異人館にて録音中）

美
術

ガ
イ
ド

1３７

☆
県
立
近
代
美
術
館

ア
ー
ト
ナ
ウ
物
３
／
２
１
３
／
鋤

★
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館

第
５
回
絵
本
原
画
展
３
／
２
１
４
／
過

☆
さ
ん
ち
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
戸
貿
易
デ
ザ
イ
ン
展３

／
６
１
３
／
ｕ

秘
境
ブ
ー
タ
ン
手
工
準
娠
通
１
３
／
岨

★
さ
ん
ち
か
広
場

型
回
神
戸
貿
易
デ
ザ
醜
〃
堰
１
３
／
ｕ

芦
屋
芸
術
学
院
卒
業
制
作
展

３
／
蝿
１
３
／
氾

兵
服
雌
医
師
会
美
術
狸
／
鋤
１
３
／
電

Ｋ
Ｃ
Ｃ
群
の
総
合
作
婦
握
幻
１
４
／
１

★
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

六
美
会
展
３
／
鱈
１
３
／
型

★
キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス

森
岡
秀
展
３
／
２
１
３
／
蛸

狂
転
休
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
３
／
皿
ｉ
３
／
釦

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
じ
さ
い

長
井
与
志
典
陶
芸
展
３
／
皿
１
３
／
蛸

★
シ
テ
ィ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

島
州
一
版
画
展
２
／
妬
１
３
／
８

☆
東
門
画
廊

吉
井
秀
文
展
３
／
、
１
３
／
妬

浜
田
龍
展
３
／
魁
１
３
／
銅

伝
馬
二
三
子
展
３
／
妬
１
３
／
釦

☆
ギ
ャ
ル
リ
ー
・
ド
・
ラ
・
ぺ

米
倉
斎
加
年
『
憂
気
灘
堰
吟
３
／
皿

★
白
い
ア
ト
リ
エ

大
谷
良
介
油
絵
展
３
／
亜
’
３
／
理

白
い
ア
ト
リ
エ
親
睦
堰
／
配
１
３
／
調

☆
芦
屋
ギ
ャ
ル
リ
ー
リ
ベ
る
て

鋤
の
版
画
展
３
／
坊
１
３
／
”

☆
そ
ご
う
神
戸
店
６
Ｆ
美
術
画
廊

山
崎
朔
三
油
絵
新
作
展

谷
内
六
郎
木
版
画
展
調
〃
趣
皿
銅
〃
唾

十
一
一
一
代
今
右
衛
門
作
鴻
麺
１
３
／
蕊

南
部
隅
一
郎
新
作
油
準
掘
鍋
１
４
／
２

☆
大
丸
神
戸
展
４
Ｆ
美
術
画
廊

鱗
》
雛
撫
淵
錐
蝿
》
》

日
本
工
芸
選
抜
展
３
／
”
１
４
／
１
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花時計 同
書
に
は
、
昭
和
肥
年
発
表

の
弓
寓
葉
考
』
の
刊
行
事
情

と
植
田
春
海
」
を
は
じ
め
、
「
長

田
神
社
創
杷
の
時
代
」
「
生
田

神
社
の
歴
史
的
地
理
的
環
境
」

「
神
戸
地
方
の
条
理
」
「
万
葉
地 落合露揖さん

☆
神
戸
の
歴
史
研
究
論
文

「
神
戸
の
歴
史
」
刊
行

条
理
制
な
ど
の
研
究
で
、
そ

の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
落
合
重
信
さ
ん
（
長
田
区
在

住
）
が
、
こ
の
ほ
ど
「
神
戸
の

歴
史
（
研
究
篇
）
」
を
出
版
し
た

（
後
藤
書
店
刊
２
８
０
０
円
）

あ
る
留
学
生
会
館
を

訪
ね
て

先
日
、
関
西
に
あ
る
、
あ

る
留
学
生
会
館
を
訪
れ
た
。

ア
フ
リ
カ
か
ら
の
一
人
の
留

学
生
に
会
う
た
め
だ
っ
た
。

そ
の
日
は
た
ま
た
ま
祝
日

で
、
昼
前
に
訪
問
す
る
と
彼

は
し
ば
ら
く
し
て
バ
ナ
ナ
と

ク
ッ
キ
ー
を
出
し
て
食
べ
は

１
１３８
１

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

☆
雛
型
回
読
売
文
学
批
の
八
詩
歌
俳
句

賞
Ｖ
は
、
「
ポ
ル
カ
・
マ
ズ
ル
カ
」
の

竹
中
郁
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

☆
「
小
磁
良
平
素
描
集
」
（
￥
３
，
８
０

０
）
が
、
三
月
五
日
朝
日
新
聞
社
よ
り

刊
行
さ
れ
ま
す
。

★
神
戸
二
紀
展
が
二
五
周
年
を
迎
え
、

さ
ん
ち
か
広
場
、
県
民
会
館
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
二
月
一
四
Ｉ
Ｔ
九
日
迄
肌

か
れ
、
生
田
神
社
会
館
で
は
、
期
間
中

え
び
ら
賞
を
う
け
た
高
崎
研
一
郎
氏
が

個
展
を
、
又
元
町
画
廊
世
を
う
け
た
受

賛
者
山
崎
朔
三
、
犬
童
徹
、
宮
地
孝
、
松

下
元
夫
、
高
崎
研
一
郎
、
大
西
敏
己
、

渡
辺
照
定
、
井
尻
源
一
、
大
島
幸
子
、

小
原
実
知
成
、
滝
本
周
造
、
梶
滋
氏
ら

の
浬
人
展
が
十
三
，
十
九
日
に
元
町
画

廊
で
開
か
れ
ま
し
た
。

★
カ
メ
ラ
の
大
山
洋
治
さ
ん
と
木
彫
の

大
山
昭
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
、
ワ
イ
ン
レ

ス
ト
ラ
ソ
ハ
ピ
エ
ト
ラ
サ
ン
タ
ｖ
大
阪

市
南
区
鰻
谷
中
之
町
狛
川
広
ピ
ル
Ｂ
Ｉ

麓
品
）
二
四
一
－
一
四
四
五
を
開
か

れ
ま
し
た
。

☆
三
月
七
日
午
後
六
時
か
ら
相
楽
園
会

館
で
〃
プ
レ
ポ
ー
ト
ピ
ア
知
世
界
の
味

を
楽
し
み
な
が
ら
成
功
さ
せ
よ
う
。
あ

し
た
の
会
県
民
市
民
の
無
い
〃
が
開
か

れ
ま
す
。
か
い
ひ
五
千
円
。
お
問
合
せ

〒
関
神
戸
市
葺
合
区
雲
井
通
セ
ノ
四
神

戸
新
聞
社
文
化
蕊
業
局
麓
二
二
一
’
四

★
神
戸
の
源
平
史
跡
を
歩
く
会
（
平
清

盛
八
百
年
祭
行
事
）
／
テ
ス
ト
踏
査
２

１
３
月
中
旬
／
コ
ー
ス
決
定
３
月
下
旬

／
実
施
（
一
般
市
民
参
加
）
Ⅱ
４
月
加
日

（
日
）
４
月
”
日
（
日
）
５
月
３
日

（
祝
）
５
月
５
日
（
祝
）
以
上
の
予
定

で
全
市
の
源
平
史
跡
を
可
能
な
限
り
訪

ね
て
歩
く
／
主
催
丹
生
文
化
を
育
て

為
会
〒
師
ｌ
、
神
戸
市
北
区
甲
栄
台
一

丁
目
九
ノ
ー
ノ
一
○
三
杜
山
悠
方
薗
伽

五
九
二
’
六
八
四
八

☆
ぎ
や
ら
り
い
神
戸
時
代
（
北
野
坂
）

で
は
三
月
一
日
’
十
五
日
迄
／
岡
崎
陽

子
八
新
制
作
Ｖ
三
月
士
ハ
ー
三
十
一
日

迄
／
藤
田
清
照
さ
ん
の
個
展
が
開
か
れ

ま
す
。

理
神
戸
編
」
「
魚
住
ノ
泊
を
め
て
来
た
者
と
し
て
、
「
人
や
書
物

ぐ
っ
て
」
「
蜂
の
摂
播
経
路
」
と
の
出
会
い
の
不
可
思
議
さ
や

難
噛
織
灘

趨
碑
鐸
控
叫
誇
か
誇
懐
を
に
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い

、
奉
報
に
罷
詮
麺
症
吐
搾
を
歩
》
》
》
癌
》
》
癖
》
》
》
錨
瞬

き
続
け
て
来
た
南
諭
造
さ
ん
た
か
つ
た
」
と
い
う
著
者
の
情

窪
溌
議
噸
鍛
鱒
理
熱
が
あ
っ
た
．
全
体
は
Ｉ
わ
が

随
想
集
「
書
窓
の
感
懐
」
を
み
人
生
の
哀
歓
、
Ⅱ
典
拠
探
求
、
Ⅲ

る
め
書
房
か
ら
上
梓
し
た
（
Ｂ
一
一
一
つ
の
ア
ル
バ
ム
（
人
物
・
書

６
判
１
９
０
頁
１
５
０
０
円
）
物
・
書
店
）
の
三
部
に
分
か
れ
、

こ
れ
は
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
『
大
躯
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
仲

阪
手
帖
』
に
連
戦
し
た
も
の
で
々
味
わ
い
深
い
好
著
で
あ
る
。

一
冊
に
ま
と
め
る
に
つ
い
て
は
み
る
め
書
房
／
涯
区
岩
屋
中
町
３
丁
目

「
書
窓
と
と
も
に
半
生
を
送
っ
‐
１
４
衝
８
７
‐
１
０
５
５
‐

じ
め
た
。
「
昼
食
は
食
べ
な
一
一
時
頃
ま
で
勉
強
を
す
る
彼
一

い
の
？
」
と
聞
く
と
「
今
日
は
ス
チ
ー
ム
が
切
れ
た
後
、
一

は
祝
日
な
の
で
会
館
の
食
堂
電
熱
器
で
足
や
手
を
暖
め
な
》

は
閉
ま
っ
て
い
て
一
日
中
食
が
ら
机
に
向
か
う
と
い
う
。
一

事
は
で
き
な
い
ん
で
す
」
と
会
館
を
出
る
と
屋
根
に
労
一

い
う
。
組
の
赤
い
旗
が
大
き
く
揺
れ
一

こ
の
留
学
生
会
館
は
文
部
て
い
た
。
遠
く
離
れ
た
異
国
一

省
招
待
の
国
費
留
学
生
が
、
の
地
で
バ
ナ
ナ
と
ク
ッ
キ
ー
一

世
界
の
型
力
国
か
ら
別
人
ほ
を
食
事
代
り
に
食
べ
な
が
ら
一

ど
生
活
を
し
て
い
る
が
、
祝
彼
は
日
本
で
の
生
活
を
ど
う
一

日
で
食
堂
が
閉
ま
っ
て
い
る
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一

た
め
、
全
員
が
外
食
を
し
な
来
春
に
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ー

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ン
ド
に
も
神
戸
大
学
の
留
学
一

四
畳
半
ほ
ど
の
広
さ
の
個
生
会
館
が
建
設
さ
れ
る
。
運
一

室
に
は
ス
チ
ー
ム
が
入
っ
て
営
に
は
留
学
生
の
声
に
も
十
一

い
る
が
夜
の
ｎ
時
に
切
れ
て
分
に
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。
一

し
ま
う
の
で
、
午
前
一
時
や
（
ｇ
一
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･店舗、住宅を微生物(細菌、徴）
微細害虫(ダニ､コナダニ類)，衛
生害虫（ゴキブリ､鼠)、建物害虫(シロアリ、木喰虫)、衣類害
虫(イガ､カツオブシムシ）から
守ります。
･書籍、骨董品、段通、毛皮製品
等の保管についてはご相談くだ
さい｡(無料相談）

､店舗､住宅を微生物(細菌徴ゴ

|騨露『難参
虫(ｨ分､ｶｯｫブｼﾑｼ)からリ

画難謹膳蕊撫

世界の国から大型船が出入りする国際港 これからのお店の衛生毒里はトータル
サニティション(殺菌，防カビ，防殺虫， ね

ず
み
鐘

定期運航時刻表( 所要時間約5 0 分）

国鉄周遊指定地

め
ぐり 謹霊
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一ﾑ 画一垂一一

〆旬学一一ｐＰｏｈ■－２
~ 、二塁

戦）

撃
退
大

Ⅵ

三洋化工株式会社
綴市鑑直串山翰: , 浦７５
電話(391減95㈹鯵X33W6619§(321)2727

〕

※印は冬季( １２/ 1 ～2 / 末) 運航休止します。
１２月２９日・３０日・３１日は休航します。

（夏季には納涼船も運航いたします）

団体f ﾖ 切船についてもご相談に応じます
（夏季納涼船･お得意様のご招待･船内ﾉ程ﾃｨｰ･各匝催しにご利用下さい）

運賃緋:3::目
（団体割引1 5 名以上）
（のu_墜）

中突堤ポートタワー前
（国鉄元町駅西口下車南へ徒歩約1 0 分）

公(078)391-8633.331-6088
神戸通船株式会社／神戸市生田区波止場町中突堤

さい｡(無料相談）
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「
洗
濯
物
、
取
り
入
れ
と
い
た
わ
、
ま
っ
た
く
、
急
に
降
っ
て
く

る
ん
だ
も
の
れ
」

隣
り
の
若
い
主
婦
が
き
ち
ん
と
畳
ま
れ
た
下
着
類
を
持
っ
て
来

て
く
れ
た
。
父
の
も
混
っ
て
い
る
。

主
婦
の
目
は
、
敏
感
な
ア
ン
テ
ナ
み
た
い
に
揺
れ
て
い
た
。
苑

子
は
陽
気
な
煙
幕
を
張
る
こ
と
を
い
つ
か
覚
え
た
。

「
頂
き
も
の
だ
け
れ
ど
、
少
し
だ
け
…
坊
や
に
」

舶
来
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
一
つ
か
み
、
紙
に
包
ん
で
渡
し
、
話

題
の
隙
を
み
つ
け
て
入
り
こ
も
う
と
す
る
主
婦
を
帰
ら
せ
た
。

遅
い
朝
食
を
一
人
で
と
る
の
は
、
大
て
い
十
一
時
前
後
に
な
る
。

牛
乳
を
た
て
つ
づ
け
に
二
本
飲
む
と
、
荒
れ
た
肌
が
潤
っ
て
張
り

を
取
り
戻
す
よ
う
な
気
が
し
た
。
一
枚
の
ト
ー
ス
ト
を
食
べ
終
わ

ら
ぬ
う
ち
に
、
体
の
細
胞
が
整
え
ら
れ
、
感
覚
が
睦
っ
て
行
く
み

た
い
な
気
分
が
ひ
ど
く
快
い
。

夜
は
疲
れ
て
眠
っ
て
し
ま
う
と
、
昼
間
は
時
間
に
追
わ
れ
る
忙

し
さ
が
待
っ
て
い
る
。

一
人
な
の
だ
と
、
一
番
し
み
じ
み
感
じ
る
の
は
食
事
の
時
だ
っ

た
。
が
ら
ん
と
し
た
卓
上
に
、
自
分
の
た
め
だ
け
の
も
の
が
並
ぶ
。

結
婚
す
る
ま
で
は
、
両
親
と
三
人
で
卓
を
囲
み
な
が
ら
、
苑
子

は
体
も
心
も
常
に
父
と
向
き
合
う
場
に
い
た
。
晩
酌
の
肴
も
、
話

し
相
手
も
食
事
の
世
話
も
苑
子
の
手
に
か
か
っ
た
。

時
と
し
て
、
父
と
娘
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
グ
ラ
ス
を
傾
け
、
共
通
の

好
み
の
話
題
に
興
じ
た
。
古
曲
文
学
や
歌
舞
伎
に
通
じ
る
父
は
、

同
時
に
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
も
あ
り
苑
子
に
い
ろ
い
ろ
な
分
野
へ
の

豊
か
な
興
味
の
導
火
線
を
敷
い
た
。
彼
女
が
愛
し
た
の
は
、
そ
う

い
っ
た
趣
味
の
世
界
に
遊
ぶ
父
よ
り
、
仕
事
の
こ
と
を
話
す
時
の

彼
だ
っ
た
。
国
情
、
民
俗
性
の
違
い
が
、
一
つ
の
商
品
の
取
り
引

き
を
め
ぐ
っ
て
微
妙
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
駈
け
引
き
の
こ
つ
の

「
帰
る
わ
」

「
何
か
持
っ
て
帰
る
の
で
は
な
か
っ
た
の
？
」

「
も
う
い
い
わ
、
面
倒
く
さ
く
な
っ
た
か
ら
」

両
親
は
玄
関
ま
で
送
っ
て
出
た
が
、
扉
を
閉
め
る
時
、
母
が
さ

っ
さ
と
先
に
背
を
向
け
る
の
が
父
の
肩
越
し
に
見
え
た
。

１
１４
１

お
茶
が
薄
い
と
父
が
不
機
嫌
そ
う
に
い
っ
て
い
る
。
そ
う
で
す

か
と
、
母
は
急
須
の
蓋
を
取
っ
て
、
ば
っ
さ
り
と
新
た
に
葉
を
つ

ぎ
足
し
た
。

あ
ん
な
に
濃
い
め
が
好
き
な
人
な
の
に
、
自
分
の
好
み
の
程
度

を
絶
対
に
変
え
ず
、
薄
味
が
健
康
の
た
め
に
い
い
と
い
う
父
の
舌

を
無
視
し
て
、
こ
っ
て
り
と
し
た
田
舎
風
の
辛
味
の
料
理
は
、
今

も
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

台
所
で
、
母
と
娘
は
、
父
の
味
覚
を
め
ぐ
っ
て
よ
く
争
っ
た
も

の
だ
っ
た
。
洗
濯
物
の
糊
の
加
減
も
、
風
呂
の
湯
加
減
、
酒
の
畑

か
ら
、
寝
床
の
シ
ー
ツ
の
具
合
ま
で
苑
子
の
目
と
手
を
く
ぐ
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
今
は
、
否
応
な
く
そ
れ
を
母
が
や
り
、
父
の

読
書
の
時
間
を
、
凄
ま
じ
い
読
経
の
声
で
侵
す
の
も
や
は
り
同
じ

に
違
い
な
か
っ
た
。

Ａ
私
が
い
た
頃
と
同
じ
ね
。
何
も
か
も
自
分
の
。
へ
Ｉ
ス
で
生
き
て

る
っ
て
こ
と
ね
Ｖ

苑
子
の
見
た
限
り
で
は
、
母
は
少
し
も
弱
っ
た
り
し
て
い
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
弱
っ
て
い
る
の
は
父
の
方
に
思
え
た
。

ア
パ
ー
ト
へ
訪
ね
て
来
る
時
と
は
違
っ
て
、
自
分
の
家
に
い
る

気
易
さ
の
せ
い
か
そ
の
表
情
は
頼
り
な
い
ほ
ど
力
な
く
、
母
の
存

在
感
の
蔭
に
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

Ａ
若
い
頃
か
ら
こ
の
人
に
は
ず
い
分
身
勝
手
な
こ
と
を
さ
れ
て
泣

か
さ
れ
ま
し
た
か
ら
ね
、
残
さ
れ
た
私
の
人
生
を
ど
う
生
き
よ
う

と
勝
手
で
す
よ
Ｖ

母
の
眉
は
冴
え
ざ
え
と
明
る
く
開
か
れ
て
い
た
。

「
苑
子
、
今
の
仕
事
い
つ
ま
で
や
る
つ
も
り
？
」

肉
声
が
向
け
ら
れ
た
。

さ
あ
ね
、
と
苑
子
も
現
実
の
声
に
返
る
。

「
そ
ん
な
こ
と
わ
か
ら
な
い
わ
、
三
十
越
し
て
仲
な
か
い
い
条
件

の
仕
事
も
な
い
し
、
そ
れ
に
何
よ
り
も
ぱ
あ
っ
と
し
た
こ
と
が
や

っ
て
み
た
か
っ
た
の
」

彼
女
は
腰
を
上
げ
た
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
る
。

飴
色
の
中
で
見
る
見
な
れ
た
抹
香
臭
い
茶
の
間
に
は
、
も
う
二

度
と
自
分
が
坐
る
場
所
は
な
い
よ
う
に
思
え
た
。
彼
女
は
満
足
し

て
そ
の
場
を
離
れ
た
。
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と
の
関
わ
り
方
を
話
す
の
に
根
気
よ
く
耳
傾
け
た
。
ご
く
一
般
的

大
き
く
て
隣
人
と
の
距
離
が
あ

喉
を
刺
激
し
て
、
ほ
っ
と
崩
れ
る
よ
う
な
寛
ぎ
が
あ
っ
た
。
寛
ぎ

吹
き
過
ご
さ
れ
た
。

今
、
苑
子
は
誰
と
の
繋
が
り
も
持
た
ぬ
場
で
食
事
を
終
え
、

行
に
鳴
ら
し
た
木
魚
や
鉦
の
音
を
聞
く
よ
う
な
気
が
す
る
時
が
あ

は
思
っ
た
。
美
し
さ
へ
の
執
念
は
、
息
子
へ
の
な
ま
な
ま
と
し
た

情
愛
の
深
さ
を
は
ば
か
る
こ
と
な
く
表
わ
し
て
い
た
。

妙
味
が
危
険
な
苦
労
と
背
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
の
を
話
し
て
く

れ
る
父
親
は
、
弾
力
あ
る
感
性
で
常
に
時
の
流
れ
を
先
取
り
し
て

い
る
よ
う
な
所
が
あ
っ
た
。

昌
男
と
結
婚
し
た
苑
子
の
立
場
は
逆
転
し
た
。

夫
と
姑
は
、
丁
度
娘
の
頃
の
苑
子
と
父
親
を
置
き
換
え
た
か
た

っ
た
ｃ家

中
の
空
気
を
、
韻
女
と
読
経
の
声
が
ス
テ
ッ
チ
し
、
刺
し
子

の
よ
う
に
な
っ
た
空
間
で
、
苑
子
の
存
在
感
が
し
っ
か
り
と
縫
い

つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。

母
は
体
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ぶ
つ
け
る
勢
い
で
経
を
読
ん
だ
。

そ
れ
は
苑
子
が
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
ぬ
一

種
の
生
活
音
だ
っ
た
。

手
ざ
わ
り
み
た
い
な
音
に
囲
ま
れ
る
の
に
も
慣
れ
た
。
音
に
囲
ま

服
吸
い
つ
け
る
。
煙
が
じ
わ
り
と
鼻
孔
を
通
り
抜
け
る
時
、
快
く

な
、
家
庭
的
な
こ
と
に
つ
い
て
も
、
苑
子
の
言
葉
は
風
の
よ
う
に

流
し
な
が
ら
、
真
っ
白
の
。

れ
る
こ
と
は
、
他
人
に
囲
ま
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
一
軒
の
区
画
が

食
卓
で
、
母
親
は
息
子
の
仕
事
の
設
計
の
こ
と
を
話
さ
せ
た
が

り
、
息
子
は
母
親
の
、
将
も
な
い
お
茶
お
花
の
弟
子
の
噂
や
家
元

と
、
苑
子
は
ぞ
っ
と
し
て
目
を
そ
む
け
た
。

ち
で
共
通
の
話
題
に
埋
没
し
た
。

息
子
に
絶
対
に
素
顔
を
見
せ
ぬ
母
親
は
、
夕
方
に
な
る
と
、

子
の
来
ぬ
休
日
で
あ
っ
て
も
美
し
く
夕
化
粧
し
て
待
つ
。
音
楽

の
中
を
少
し
ず
つ
音
が
入
り
こ
ん
で
く
る
。
雑
然
と
し
た
生
活
の

こ
こ
は
壁
一
重
の
人
間
く
さ
い
密
集
地
だ
っ
た
。

他
人
が
た
て
る
生
活
の
音
を
縫
っ
て
、
時
折
、

ハ
ッ
ク
し
た
顔
で
仰
臥
す
る
姑
を
見
る

っ
た
生
家
や
婚
家
に
比
べ
る
と
、

化
け
も
の
…
と
彼
女

母
が
朝
夕
の
勤 を弟

２
１
４
１
１

苑
子
は
い
つ
か
ら
母
に
憎
し
み
や
反
発
を
感
じ
は
じ
め
た
の
か

覚
え
が
な
い
。
そ
ん
な
感
情
よ
り
先
に
、
幼
い
正
直
な
感
覚
で
、

両
親
の
感
性
を
喚
ぎ
分
け
、
本
能
的
に
母
に
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
風
に
考
え
る
と
、
思
い
当
た

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
突
然
、
や
っ
て
来
た
よ
う
で
も
あ
っ

た
し
、
あ
の
読
経
の
声
と
香
の
匂
い
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
滴
の
よ

う
に
心
身
を
侵
し
つ
づ
け
て
い
た
と
も
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

は
っ
き
り
と
拒
否
反
応
を
示
し
た
の
は
、
父
が
心
筋
梗
塞
で
倒

れ
た
時
だ
っ
た
。

母
は
何
の
か
の
と
い
っ
て
看
護
を
し
た
が
ら
ず
、
昌
男
と
結
婚

し
て
間
の
な
か
っ
た
苑
子
が
付
き
添
っ
て
い
た
。
医
者
や
看
護
婦

か
ら
、
奥
さ
ん
で
す
か
と
い
わ
れ
た
時
、
苑
子
は
生
暖
か
い
血
を

浴
び
せ
か
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
憤
り
が
全
身
を
走
っ
た
。

間
違
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
で
は
な
く
、
当
然
そ
う
呼
ば
れ
る

立
場
の
母
が
そ
こ
に
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
苑
子
の
差
恥
心
を
ひ

っ
ぱ
た
い
た
。

赤
電
話
の
受
話
器
を
握
る
彼
女
の
声
は
尖
が
っ
て
い
た
。
呼
吸

を
整
え
鎮
め
る
間
も
な
く
母
は
出
た
。

「
私
よ
・
：
私
だ
っ
て
お
姑
さ
ん
の
い
る
身
で
そ
う
は
自
由
に
出
来

な
い
の
よ
・
代
わ
っ
て
頂
だ
い
、
当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
」

母
は
黙
っ
て
い
た
。
発
信
音
の
中
に
不
満
が
惨
み
拡
が
り
ふ
く

ら
ん
で
行
く
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
そ
れ
が
…
そ
う
ね
、
じ
ゃ
明
日
行
き
ま
す
わ
」

や
っ
と
声
ら
し
い
も
の
が
返
っ
て
来
た
。
周
り
に
気
が
ね
し
て
、

押
し
殺
し
た
苑
子
の
声
が
そ
の
言
葉
尻
に
噛
み
つ
い
た
。

「
ど
う
し
て
今
日
す
ぐ
来
ら
れ
な
い
の
？
」

「
宮
内
さ
ん
の
ご
主
人
の
法
事
で
丁
度
こ
れ
か
ら
出
か
け
る
と
こ

ろ
な
の
で
・
・
・
」

「
生
き
て
る
人
と
、
死
ん
だ
人
と
、
他
人
と
自
分
の
長
年
連
れ
添

っ
た
夫
と
ど
ち
ら
が
大
事
な
の
？
」

黒
っ
ぽ
い
盛
装
の
母
が
見
え
る
よ
う
だ
っ
た
。

彼
女
は
、
抹
香
臭
い
集
り
に
第
三
者
と
し
て
席
を
つ
ら
ね
る
の

が
好
き
だ
っ
た
。
自
分
と
は
無
縁
の
涙
や
、
突
然
の
不
幸
は
彼
女

を
よ
り
い
き
い
き
と
さ
せ
た
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m
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「
人
間
っ
て
、
人
生
っ
て
脆
く
て
は
か
な
い
も
ん
で
す
わ
ね
え
」

と
感
じ
入
り
悟
り
き
っ
た
よ
う
な
、
し
っ
ぽ
り
と
し
た
声
は
堂

に
入
り
、
連
な
る
人
た
ち
の
新
た
な
涙
を
巧
妙
に
誘
い
出
し
た
。

魁

割
黒
が
よ
く
似
合
う
、
ま
だ
あ
で
や
か
さ
の
失
わ
れ
て
い
な
い
老
女

の
、
鼻
に
か
か
っ
た
哀
調
の
声
は
悲
し
み
の
最
中
に
も
、
と
か
く

拡
散
し
そ
う
に
な
る
人
の
心
を
よ
く
引
き
締
め
て
絶
妙
の
効
果
を

挙
げ
た
。
そ
う
い
い
な
が
ら
、
一
つ
の
儀
式
め
い
た
行
事
を
す
早

く
批
判
し
、
計
算
し
、
何
か
と
比
較
し
て
臆
測
す
る
。

日
常
生
活
面
で
は
、
疎
い
と
こ
ろ
や
ル
ー
ズ
な
面
も
多
い
の
に
、

そ
う
い
う
場
所
で
の
知
識
は
足
り
て
い
て
機
転
も
利
く
の
で
何
か

あ
る
と
担
ぎ
出
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。
そ
れ
を
母
は
、
自
分
の
人
徳

だ
と
満
足
し
て
お
り
、
他
人
の
た
め
に
気
軽
に
黒
っ
ぽ
い
装
い
を

く
り
返
し
て
は
ば
か
ら
な
か
っ
た
。

「
高
畑
の
家
に
わ
る
い
か
ら
、
お
前
は
も
う
帰
っ
て
く
れ
。
催
は

大
丈
夫
だ
か
ら
」

父
は
、
母
が
来
な
い
訳
を
知
る
と
、
苦
笑
い
し
て
い
っ
た
。
妻

の
個
性
に
と
っ
く
に
匙
を
投
げ
た
風
の
彼
の
、
洗
い
晒
し
た
よ
う

に
静
か
な
顔
に
ゆ
っ
く
り
と
よ
ぎ
る
苦
笑
は
、
や
は
り
一
つ
の
情

と
し
て
苑
子
の
目
に
は
写
っ
た
。
そ
う
な
る
と
尚
、
母
へ
の
憤
り

が
胸
の
ど
こ
か
で
、
ふ
つ
ふ
つ
と
か
す
か
な
音
を
た
て
る
。
何
十

年
の
夫
婦
の
年
輪
を
積
ん
だ
、
夫
と
妻
の
心
が
苑
子
に
わ
か
る
筈

も
な
い
。
自
分
が
病
い
な
が
ら
、
「
母
さ
ん
、
元
気
そ
う
だ
っ
た

か
？
」
と
問
い
、
自
分
の
世
話
を
せ
ず
他
人
の
法
事
に
忙
し
そ
う

に
出
か
け
る
妻
を
、
苦
笑
で
見
送
れ
る
父
に
、
彼
女
は
も
ど
か
し

さ
を
感
じ
、
同
時
に
母
に
強
い
嫉
妬
を
覚
え
た
。

と
う
と
う
二
週
間
の
間
、
母
は
何
度
か
見
舞
い
と
い
う
形
で
や

っ
て
来
た
だ
け
だ
っ
た
。

そ
れ
も
、
タ
オ
ル
が
不
足
だ
か
ら
持
っ
て
来
て
く
れ
と
い
う
の

に
、
大
判
の
風
呂
敷
を
持
っ
て
来
た
り
、
父
の
好
み
の
惣
菜
を
作

る
よ
う
に
い
っ
て
も
、
開
い
て
み
る
と
ま
っ
た
く
違
う
母
の
好
み

の
料
理
の
一
品
が
出
て
来
た
り
し
た
。

各
め
る
と
、
こ
ん
な
お
い
し
い
も
の
を
一
人
前
だ
け
作
る
の
は

勿
体
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
、
わ
る
ぴ
れ
も
せ
ず
に
い
う
。
そ
し
て

薄
化
粧
し
た
鼻
の
頭
に
雛
を
寄
せ
て
は
、
周
囲
を
、
眉
を
し
か
め

て
じ
ろ
じ
ろ
と
眺
め
、
薬
品
の
に
お
い
は
嫌
い
だ
と
い
っ
た
。

看
病
に
出
か
け
て
来
な
い
母
に
業
を
煮
や
し
て
、
苑
子
が
家
へ

行
く
と
、
門
を
開
く
よ
り
先
に
高
い
読
経
の
声
が
彼
女
を
迎
え
た
。

３
１
４
１
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発
送
人
の
名
を
書
く
時
、
わ
ざ
と
自
分
の
名
前
に
し
よ
う
か
と

い
う
気
持
が
ち
ら
っ
と
動
い
た
。

だ
が
、
思
い
直
し
て
や
め
た
。
初
め
か
ら
そ
う
す
る
つ
も
り
で

ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
い
た
メ
モ
用
紙
を
取
り
出
す
。

勤
め
て
い
る
店
の
所
在
地
と
マ
マ
の
名
前
を
記
し
た
。
品
物
を

受
け
取
っ
た
当
人
と
は
、
い
ず
れ
店
で
会
っ
た
時
に
話
せ
ば
わ
か

る
こ
と
だ
っ
た
。

選
ん
だ
男
女
ペ
ア
の
時
計
は
、
彼
の
娘
や
息
子
の
腕
で
時
を
刻

む
だ
ろ
う
。
案
外
、
妻
の
方
が
あ
っ
さ
り
使
う
か
も
し
れ
な
い
。

特
別
高
級
品
で
は
な
い
が
、
多
分
に
皮
肉
を
こ
め
た
上
、
今
後
の

牽
制
の
意
味
も
上
乗
せ
し
た
の
で
、
返
し
の
品
に
し
て
は
高
く
つ

い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
ふ
つ
き
れ
た
思
い
で
彼
女
は
売
り
場
を
身

軽
く
離
れ
た
。

苑
子
は
、
自
分
を
娘
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
く
れ
る
年
配
の
客

を
好
ま
な
い
。

い
た
わ
り
や
、
訳
知
り
顔
の
大
ら
か
さ
が
、
年
輪
の
上
に
隠
や

か
に
惨
む
の
は
却
っ
て
胡
散
く
さ
く
て
い
や
だ
っ
た
。
正
直
な
、

中
年
の
ぬ
め
っ
こ
い
欲
望
や
、
若
い
情
熱
や
、
た
め
ら
い
勝
ち
の

初
老
の
ふ
つ
き
れ
ぬ
火
を
探
す
方
が
素
顔
と
相
対
す
る
奇
妙
な
安

心
感
が
あ
っ
た
。
老
い
の
仮
而
は
い
や
ら
し
く
て
、
底
深
く
気
味

が
わ
る
か
っ
た
。

何
の
代
償
も
求
め
ず
に
、
淡
白
な
指
名
が
つ
づ
い
て
、
高
価
な

贈
り
物
を
届
け
る
人
が
、
不
審
が
る
苑
子
に
、
死
ん
だ
娘
に
そ
っ

く
り
だ
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
貰
っ
た
品
の
額
を
上
回
る
物
で
丁

度
、
今
日
の
よ
う
に
送
り
返
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

あ
と
で
マ
マ
に
、

「
馬
鹿
ね
、
そ
の
ま
ま
に
し
と
い
た
ら
い
い
の
に
、
あ
の
人
に
は

娘
な
ん
て
い
な
い
の
よ
・
口
癖
み
た
い
な
一
種
の
口
説
き
文
句
な

の
、
そ
れ
に
そ
の
言
葉
に
乗
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
本
人
の
体
は

も
う
い
う
こ
と
を
利
か
な
い
ん
だ
か
ら
」
と
笑
わ
れ
た
り
し
た
。

今
日
、
送
り
返
し
た
客
の
一
人
は
、
そ
う
で
は
な
い
ら
し
く
て

い
じ
ま
し
い
下
心
が
、
不
器
用
な
野
募
っ
た
さ
で
時
折
覗
く
の
で
、

早
く
け
り
を
つ
け
た
か
っ
た
。
八
つ
づ
く
Ｖ

１
１４４
１

母
は
祭
壇
の
前
で
、
煙
に
巻
か
れ
な
が
ら
う
っ
と
り
と
上
気
し

た
顔
を
向
け
、

「
ま
だ
お
父
さ
ん
は
死
に
は
し
ま
せ
ん
よ
。
そ
う
い
う
感
じ
が
す

る
か
ら
」

と
い
つ
も
の
口
調
で
押
し
つ
け
る
よ
う
に
い
っ
た
。

「
予
言
や
直
感
や
お
祈
り
よ
り
、
今
要
る
の
は
看
病
よ
、
他
人
じ

ゃ
わ
か
ら
な
い
血
の
通
っ
た
心
よ
」

自
分
で
も
は
っ
き
り
そ
う
だ
と
わ
か
る
反
発
を
こ
め
て
い
う
と

煉
ん
だ
沈
黙
の
憎
悪
が
は
ね
返
っ
て
来
た
。
何
も
い
わ
な
く
て
も
、

苑
子
に
は
わ
か
る
。

八
私
は
若
い
時
か
ら
あ
の
人
の
身
内
の
冷
た
さ
や
、
あ
の
人
自
身

の
放
将
さ
に
ず
い
分
苦
し
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
胸
が
苦
し
く
な

る
病
気
は
、
自
分
の
良
心
の
鞭
な
の
で
す
、
苦
し
ん
だ
ら
い
い
の

で
す
。
少
し
で
も
罪
が
浄
化
さ
れ
ま
す
。
あ
ん
た
が
世
話
を
し
た

い
の
な
ら
そ
う
し
た
ら
い
い
け
れ
ど
、
私
は
い
や
で
す
Ｖ

母
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
信
条
や
論
理
を
知
り
つ
く
し
て
い
る
苑

子
に
、
読
経
の
声
は
単
な
る
祈
念
で
は
な
く
、
不
快
な
現
実
か
ら

逃
れ
る
た
め
の
一
時
的
な
甘
美
な
自
己
暗
示
の
呪
文
と
し
て
し
が

聞
こ
え
な
い
。

い
や
な
こ
と
が
あ
る
と
、
母
は
祈
り
に
逃
れ
た
。

自
分
で
自
分
の
声
の
抑
揚
に
い
つ
の
間
に
か
酔
い
、
頬
を
紅
潮

さ
せ
る
姿
は
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
不
気
味
で
、
ど
こ
と
な
く
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
な
感
じ
が
し
た
。

彼
女
だ
け
が
も
つ
自
由
な
拡
が
り
の
想
念
の
世
界
に
あ
る
時
、

母
が
解
き
放
た
れ
た
よ
う
な
奔
放
さ
の
中
で
活
気
づ
き
、
女
っ
ぽ

く
艶
め
い
て
見
え
る
の
が
不
思
議
だ
っ
た
。

声
の
波
に
酔
い
切
っ
て
い
る
彼
女
は
、
祈
る
時
も
、
性
行
為
の

時
も
似
た
よ
う
な
表
情
を
す
る
の
で
は
な
い
か
と
苑
子
は
思
っ

た
。
嘆
き
な
が
ら
形
な
き
も
の
に
何
や
ら
訴
え
な
が
ら
、
涙
と
吐

息
の
中
で
母
の
顔
に
は
や
は
り
一
つ
の
惟
惚
感
、
絶
頂
感
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

枯
れ
き
っ
て
い
な
い
母
の
、
女
と
し
て
の
情
念
が
香
煙
と
一
緒

に
汗
ば
ん
だ
体
臭
に
混
っ
て
全
身
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
よ
う
だ
っ

た
。
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食
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け
る
唐

ナ

ぼ
く
が
入
っ
た
ホ
テ
ル
の
入
口
は
、
ま
る
で
炭
坑
の
入
口
の
よ

う
に
真
黒
に
煉
り
、
奥
の
方
を
覗
く
と
、
一
つ
だ
け
の
裸
電
球
が

鋼
鉄
製
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
骨
組
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
。
だ

が
、
光
を
受
け
て
い
る
の
は
鉄
骨
で
は
な
く
、
そ
の
上
を
薄
く
被

っ
て
い
る
挨
な
の
だ
。
だ
か
ら
そ
の
族
を
ぬ
ぐ
い
去
る
と
、
こ
の

坑
口
の
よ
う
な
入
口
の
奥
に
は
、
裸
電
球
以
外
の
何
も
見
え
な
い

は
ず
だ
。
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
骨
材
の
真
中
に
、
一
箱
の
椎

が
か
す
か
に
揺
れ
て
い
て
、
上
空
で
は
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
が
銀
色

に
光
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
あ
げ
て
た
め
ら
っ
て
い
る
と
、
入
口

に
坐
っ
て
眠
っ
た
ふ
り
を
し
て
い
た
ら
し
い
男
が
ぼ
く
の
脇
の
下

か
ら
手
を
ま
わ
し
、
真
鈴
の
ノ
ブ
を
握
り
し
め
た
。
鉄
格
子
が
錆

付
い
た
音
を
た
て
た
。
背
中
を
つ
き
と
ば
さ
れ
て
中
に
入
る
と
、

濫
の
外
に
は
顔
一
面
に
黒
い
縦
縞
の
影
を
映
し
た
男
が
、
に
や
っ

と
笑
っ
て
片
眼
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
。
だ
が
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
開

か
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
そ
の
男
は
も
と
も
と
片
眼
な
の
だ
。

バ
シ
ッ
と
鉄
格
子
が
締
ま
る
と
、
キ
ラ
キ
ラ
と
雪
の
よ
う
な
挨

が
降
っ
て
く
る
。
実
際
に
は
、
族
は
落
ち
て
く
る
の
で
は
な
く
、

暗
闇
の
中
に
遊
泳
し
て
い
る
の
だ
。
ほ
と
ん
ど
静
止
し
て
い
る
そ

の
瑛
の
中
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
ギ
シ
ギ
シ
と
昇
っ
て
ゆ
く
。
ぼ
く

１
１４６
１

３
■
第
４
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
品
■

高
木
敏
克

『

マ
の
入
っ
た
濫
は
一
階
昇
り
す
ぎ
、
あ
わ
て
て
飛
び
降
り
て
螺
旋
階

段
を
下
ろ
う
と
す
る
と
、
鉄
製
の
階
段
は
途
中
か
ら
崩
れ
落
ち
て

い
て
、
開
が
暗
い
口
を
開
い
て
い
る
。
し
ば
ら
く
覗
き
こ
ん
で
い

る
と
、
眼
が
憤
れ
て
き
て
、
鉄
骨
に
ひ
っ
か
か
っ
た
子
供
の
三
輪

車
、
足
の
と
れ
た
人
形
、
破
れ
た
日
記
帳
が
見
え
て
く
る
。
さ
ら

に
も
っ
と
深
い
所
に
は
、
死
ん
だ
小
犬
や
壊
れ
た
虫
寵
が
見
え
て

く
る
は
ず
だ
。

呼
び
戻
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
五
階
に
着
く
と
、
壁
の
時
計
が

逆
に
回
転
し
、
五
分
間
失
わ
れ
た
時
間
を
元
に
戻
し
た
の
か
と
思

っ
た
が
、
ホ
テ
ル
の
入
口
の
ガ
ラ
ス
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
円
形

階
数
表
示
盤
が
映
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
ガ
ラ
ス
扉
を
押
し
あ
け
る

と
、
暗
い
サ
ロ
ン
の
奥
に
チ
ー
ク
材
の
重
そ
う
な
カ
ウ
ン
タ
ー
が

見
え
、
黄
色
い
光
の
電
気
ス
タ
ン
ド
の
下
で
、
白
髪
ま
じ
り
の
婦

人
が
さ
か
ん
に
事
務
を
と
っ
て
い
る
。
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
チ
ー
ク

材
を
指
の
先
で
た
た
く
と
、
受
付
け
の
女
は
始
め
て
眼
を
上
げ
て

パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
ろ
と
言
っ
て
手
を
さ
し
の
べ
る
。
し
ば
ら
く

は
サ
ロ
ン
の
ソ
フ
ァ
ー
に
坐
ら
さ
れ
た
が
、
ほ
の
暗
い
サ
ロ
ン
の

さ
ら
に
奥
の
方
に
急
に
光
が
点
り
、
ガ
ラ
ス
戸
に
何
や
ら
人
影
が

う
ご
め
い
て
い
る
。
さ
ら
に
光
は
サ
ロ
ン
に
水
平
に
差
し
込
ん
で

壁
に
巨
大
な
男
の
背
中
を
映
し
出
し
て
い
る
。
幸
い
に
し
て
、
女

に
呼
ば
れ
た
ぼ
く
が
受
け
取
っ
た
鍵
の
部
屋
は
、
そ
の
光
源
の
方

絵
／
木
村
光
佑
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だ
。
天
然
の
な
。
Ｖ
八
天
然
の
カ
ル
シ
ュ
ー
ム
と
言
い
ま
す
と
、

石
灰
で
す
か
。
Ｖ
八
石
灰
は
カ
ル
シ
ュ
ー
ム
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
よ
、

よ
く
こ
こ
を
見
て
み
る
よ
。
こ
こ
だ
。
Ｖ
そ
れ
は
明
ら
か
に
人
骨

だ
。
建
物
の
伸
び
や
か
な
梁
や
柱
の
部
分
に
は
、
足
の
骨
や
ら
腕

の
骨
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
。
あ
わ
て
て
立
ち
あ
が
る
と
、

足
許
に
バ
ケ
ツ
が
ひ
っ
か
か
り
、
そ
の
中
に
は
充
分
に
砕
き
き
れ

な
い
骨
髄
が
無
造
作
に
詰
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
純
白
の
骨
粉
は
机

の
上
の
丸
い
器
の
中
で
練
り
あ
げ
ら
れ
、
彼
の
素
手
が
建
物
の
壁

を
塗
り
あ
げ
る
。

八
ど
こ
の
家
で
も
、
地
下
室
を
掘
り
起
こ
せ
ば
、
こ
れ
く
ら
い

の
人
骨
は
出
て
く
る
も
の
だ
。
Ｖ
と
言
い
な
が
ら
、
男
は
巧
み
に

組
み
合
わ
さ
れ
た
人
骨
の
上
を
撫
ぜ
て
見
せ
る
と
、
ぼ
く
の
こ
の

腕
を
総
掴
み
に
し
て
八
こ
こ
か
ら
、
覗
い
て
み
る
よ
。
Ｖ
と
引
っ

張
る
の
だ
。
教
会
の
入
叫
か
ら
内
部
を
覗
く
と
、
頭
蓋
骨
が
一
つ

見
え
、
修
質
が
黒
光
り
し
て
い
る
。
八
金
が
あ
れ
ば
、
こ
い
つ
に

金
箔
を
張
っ
て
も
う
少
し
祭
壇
ら
し
く
す
る
の
だ
が
。
そ
れ
に
あ

の
二
つ
の
眼
孔
に
も
光
を
入
れ
て
、
祭
壇
を
見
や
す
く
す
る
の
だ

向
ら
し
い
の
で
、
ぼ
く
の
好
奇
心
は
一
応
満
足
さ
せ
ら
れ
そ
う
だ
。

女
の
指
図
ど
う
り
、
客
室
へ
向
か
う
膳
り
ガ
ラ
ス
を
押
し
あ
げ
る

と
、
男
が
一
人
座
り
こ
ん
で
何
か
を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
純
白

の
建
物
の
模
型
の
よ
う
だ
。
男
は
首
を
傾
げ
て
建
物
の
小
さ
な
入

口
の
内
部
を
覗
き
こ
み
、
様
々
な
道
具
を
選
び
な
が
ら
、
細
か
い

手
仕
事
に
熱
中
し
て
い
る
。
男
の
坐
る
丸
椅
子
の
隣
に
も
う
一
つ

同
じ
形
の
丸
椅
子
が
あ
る
の
で
、
ぼ
く
は
黙
っ
て
そ
こ
に
坐
っ
た
。

八
こ
れ
は
大
層
立
派
な
大
聖
堂
で
す
ね
。
Ｖ
Ａ
お
前
は
笑
わ
ん

の
か
ね
。
あ
の
女
は
こ
れ
を
見
る
と
い
つ
も
笑
う
ん
だ
。
Ｖ
八
あ

の
女
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
と
、
受
付
の
方
で
す
か
。
あ
の
方
は
あ

な
た
の
奥
様
だ
と
お
見
受
け
い
た
し
ま
す
が
。
Ｖ
八
あ
の
女
は
わ

し
の
友
達
だ
よ
。
友
達
だ
か
ら
わ
し
は
ず
っ
と
こ
こ
に
居
て
、
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
い
い
ん
だ
。
Ｖ
と
言
い
な
が
ら
、
男
は
両

手
に
張
り
付
い
た
白
い
粉
を
こ
す
り
落
と
そ
う
と
し
た
が
、
そ
れ

は
手
の
平
だ
け
で
な
く
、
手
の
甲
も
手
首
も
真
白
に
染
め
あ
げ
て

い
た
。
八
ち
ょ
っ
と
ご
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

こ
の
白
い
材
質
は
何
で
し
ょ
う
ね
。
Ｖ
八
こ
れ
は
カ
ル
シ
ュ
ー
ム

ＬＬ一電 L - L - - Ｌ ｰ 一一一 ､ 一一一一
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陸
今
朝
こ
こ
に
着
い
た
ば
か
り
で
、
も
う
休
み
た
い
の
で
す

声
が
し
た
。
こ
れ
で
一
つ
の
了
解
が
で
き
た
。

り
の
作
業
は
暗
闇
の
中
で
な
さ
れ
、
ぼ
く
の
足
音
を
聴
き
つ
け
た

時
に
、
男
は
あ
わ
て
て
電
灯
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
の
だ
。
黒
い

花
び
ら
の
よ
う
に
笑
う
。
八
見
え
る
だ
る
・
よ
く
見
え
る
だ
ろ
。

朝
の
広
場
で
出
会
っ
た
宝
く
じ
売
り
の
男
だ
か
ら
だ
。
男
の
頬
が

映
っ
て
い
る
。
八
見
え
ま
し
た
Ｖ
と
ぼ
く
が
言
っ
た
の
は
、
彼
が

盗
み
取
ろ
う
と
し
て
、
初
め
て
男
の
顔
を
見
た
。
男
の
顔
に
は
サ

顔
を
上
げ
る
と
、
男
に
す
ま
な
い
気
が
し
て
、
男
に
ど
ん
な
顔
を

ば
、
内
部
が
真
暗
に
な
る
の
は
当
然
だ
。
何
と
も
言

勺
も
り
ら
し
い
。
そ
れ
に
、

け
で
、
ぼ
く
に
は
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
男
は
い
つ
ま
で
も
ぼ
く

が
。
そ
ら
祭
壇
に
十
字
架
が
見
え
る
だ
ろ
。
Ｖ

が
。
Ｖ
八
あ
あ
、
そ
う
だ
ろ
う
な
。
そ
う
だ
っ
た
ら
お
休
み
な
さ

見
せ
れ
ば
よ
い
の
か
分
ら
な
く
な
る
。
や
む
な
く
、
男
の
表
情
を

を
消
し
た
。
パ
チ
ッ
と
音
が
し
て
、
八
お
や
す
み
Ｖ
と
い
う
男
の

ば
よ
い
。
こ
こ
の
マ
ダ
ム
は
わ
し
の
親
友
だ
。
Ｖ
八
で
も
、
ぼ
く

が
、
ま
あ
い
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
も
い
い
所
だ
よ
。

う
つ
と
向
こ
う
で
す
。
Ｖ
八
そ
ん
な
所
ま
で
行
っ
た
こ
と
も
な
い

ウ
ベ
と
い
う
の
は
パ
リ
よ
り
遠
い
の
か
。
Ｖ
八
え
え
、
パ
リ
の
ず

れ
な
ら
こ
こ
に
は
何
日
で
も
ゆ
っ
く
り
し
て
ゆ
き
な
さ
い
も

ふ
ん
、
な
か
な
か
よ
く
見
え
る
。
Ｖ
と
言
い
な
が
ら
、
男
は
聖
堂

ベ
ッ
ド
に
潜
り
こ
む
と
、

に
入
っ
た
所
に
は
何
日
で
も
泊
ま
る
の
で
す
。
Ｖ
八
そ
う
か
、
そ

日
泊
ま
る
の
か
。
Ｖ
八
ま
だ
決
め
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
ぼ
く
は
気

の
腕
を
握
り
し
め
八
見
え
る
Ｖ
と
ぽ

の
入
口
に
顔
を
張
り
つ
け
て
、
真
暗
闇
に
熱
中
す
る
。
彼
の
手
探

い
の
だ
が
。
Ｖ

ぼ
く
は
彼
の
部
屋
か
ら
出
る
時
に
、

ン
グ
ラ
ス
が
掛
か
っ
て
お
り
、

い
。
わ
し
は
朝
が
早
い
の
で
、
明
日
お
前
が
早
起
き
で
き
れ
ば
よ

ス
イ
ッ
チ
は
骨
粉
重
呉
日
だ
。
八
と
こ
ろ
で
、
お
前
は
こ
こ
に
何

っ
聞
く
が
、
お
前
は
ど
こ
の
人
間
か

だ
が
、
い
つ
ま
で
眺
め
て
い
て
も
、

。
Ｖ
八
コ
ウ
ベ
で
す
。
Ｖ
八
コ

こ
れ
ほ
ど
顔
を
入
口
に
押
し
つ
け
れ

淡
い
光
の
洩
れ
る
カ
ー
テ
ン
を
縫
っ

白
い
聖
堂
の
虚
像
が
ふ
く
ら
ん
で

く
が
言
う
ま
で
離
さ
な
い
つ

そ
こ
に
は
暗
闇
が
あ
る
だ

お
も
い
き
っ
て
ス
イ
ッ
チ

ゆ
っ
く
り
す
れ

え
な
い
ま
ま

８
１
４
１
１

て
、
海
の
音
が
聴
一
」
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
ぼ
く
が
迷
っ
た
道
は

海
に
逆
戻
り
す
る
道
な
の
か
。
窓
を
開
け
ば
港
が
見
え
る
か
も
し

れ
な
い
、
と
思
い
な
が
ら
も
ぼ
く
は
立
ち
あ
が
ら
な
い
。
ぼ
く
の

体
は
、
し
だ
い
に
眠
り
の
中
に
落
ち
て
ゆ
く
。
そ
れ
も
回
転
し
な

が
ら
、
真
っ
逆
様
に
落
下
し
つ
づ
け
て
ゆ
く
と
、
螺
旋
階
段
が
見

え
て
く
る
。
先
刻
こ
の
建
物
で
覗
き
こ
ん
だ
螺
旋
状
の
暗
開
だ
。

階
段
の
骨
材
は
、
鉄
骨
の
は
ず
な
の
に
、
人
骨
に
見
え
て
く
る
。

骨
材
に
は
、
破
れ
た
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
、
赤
い
旗
、
黒
い
旗
が
ひ
っ
か

か
り
、
そ
れ
を
翻
し
な
が
ら
ぼ
く
の
体
は
、
し
だ
い
に
冷
た
い
湿

っ
た
空
気
の
中
へ
と
降
下
し
て
ゆ
く
よ
う
だ
。
や
が
て
細
か
な
水

滴
が
顔
に
当
た
り
、
霧
の
中
で
は
無
数
の
濁
骸
が
濡
れ
て
光
る
。

ぼ
く
の
体
は
風
圧
を
受
け
、
す
り
き
れ
そ
う
に
な
り
、
息
も
止
ま

り
そ
う
だ
。
も
う
、
こ
う
な
れ
ば
粉
々
に
な
っ
て
も
よ
い
か
ら
、

何
か
に
ぷ
つ
か
っ
て
停
止
し
た
い
も
の
だ
。
手
掛
り
は
な
い
。
骨

材
の
向
こ
う
で
は
様
女
な
光
が
消
え
て
ゆ
く
。
階
段
の
踊
り
場
で

は
子
供
た
ち
が
遊
ん
で
い
た
が
、
母
親
の
鋭
い
声
に
脅
え
な
が
ら

呼
び
戻
さ
れ
る
。
人
影
は
あ
わ
て
て
ド
ア
に
入
り
、
振
り
向
い
て

落
下
体
を
一
瞬
垣
間
見
る
た
め
に
、
頭
蓋
骨
の
顔
を
も
ち
あ
げ

る
。
や
っ
と
、
水
面
が
見
え
て
く
る
。
早
く
、
ぼ
く
の
姿
が
そ
こ

に
映
れ
ば
よ
い
。
映
れ
ば
、
や
が
て
着
水
す
る
。
そ
う
思
う
問
も

な
く
、
水
面
は
真
赤
に
な
り
、
血
の
海
だ
。

目
覚
め
る
と
、
ぼ
く
は
ベ
ッ
ド
か
ら
床
に
落
ち
て
い
て
、
昨
夜

締
め
忘
れ
た
窓
か
ら
、
目
蓋
を
赤
く
熱
す
る
朝
日
が
差
し
込
ん
で

い
る
。
ぼ
く
は
体
を
朝
日
に
晒
し
、
寝
汗
と
い
っ
し
ょ
に
悪
夢
が

蒸
発
し
て
し
ま
う
の
を
待
っ
て
い
る
。
だ
が
、
ど
こ
ま
で
逆
の
ぼ

っ
て
も
夢
に
は
始
ま
り
が
見
当
た
ら
ず
、
昨
日
の
現
実
に
は
終
り

が
な
い
。
も
し
夢
で
な
け
れ
ば
、
昨
夜
こ
の
ホ
テ
ル
で
再
会
し
た

盲
と
朝
食
を
供
に
で
き
る
は
ず
だ
。
そ
う
だ
早
く
起
き
れ
ば
よ
い
。

早
く
起
き
て
サ
ロ
ン
へ
行
こ
う
。
そ
し
て
一
番
乗
り
で
朝
食
を
取

ろ
う
。サ

ロ
ン
に
は
朝
日
が
溢
れ
、
光
の
中
に
港
が
見
え
る
。
海
に
向

け
て
テ
ラ
ス
が
舌
を
出
し
、
そ
の
上
で
ぼ
く
は
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、

人
を
待
つ
。
誰
も
い
な
い
テ
ー
ブ
ル
は
影
を
待
つ
。
逆
光
の
中
、

き
ら
め
く
海
の
さ
ざ
波
の
中
で
は
、
船
の
影
が
海
を
切
り
抜
き
、
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か
ぶ
か
も
め
の
よ
う
に
、
平
衡
感
覚
以
外
の
す
べ
て
の

支
え
を
喪
失
さ
せ
る
。
今
ま
で
し
が
み
つ
い
て
き
た
様

染
ま
る
。
思
考
さ
え
言
葉
を
失
い
、
言
葉
は
ば
ら
ば
ら

ら
勇
気
づ
け
ら
れ
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。
だ
が
、
二
度
目
に
そ
こ

に
立
つ
人
影
は
、
そ
の
希
望
も
第
二
の
絶
望
の
始
ま
り
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
。
船
影
は
や
が
て
去
っ
て
ゆ
く
。
去
っ
て
ゆ
く

こ
と
を
示
す
た
め
に
だ
け
、
じ
っ
と
た
た
ず
み
、
水
平
線
を
踏
み

越
え
る
こ
と
を
、
ま
る
で
人
生
の
目
的
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
。

振
れ
な
が
ら
、
ク
レ
ー
ン
が
海
を
の
ぞ
き
こ
み
、
吊
り
落
と
し
た

重
荷
の
数
々
を
想
い
出
し
て
い
る
。
そ
の
横
で
、
船
を
繋
ぐ
ロ
ー

プ
は
、
優
し
く
肩
に
差
し
延
べ
ら
れ
た
女
の
細
腕
に
見
え
る
。
だ

が
、
頑
強
な
男
の
肩
越
し
に
八
あ
ば
よ
Ｖ
と
言
う
唇
が
覗
く
と

闇
の
船
体
を
浮
か
べ
て
い
る
。
う
な
だ
れ
て
何
も
す
る
こ
と
の
な

い
ク
レ
ー
ン
は
挺
状
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
垂
ら
し
て
風
に
揺
れ
て
い

る
。
岸
壁
に
は
い
く
つ
か
の
人
影
が
見
え
る
。
街
は
そ
こ
で
終
る

が
、
海
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。
人
影
が
そ
こ
に
立
つ
と
、
何
か
し

関
車
は
、
ひ
と
り
部
屋
に
と
り
残
さ
れ
た
病
気
の
子
供
の
よ
う

に
、
痕
の
か
ら
ん
だ
喉
を
ぜ
い
ぜ
い
鳴
ら
し
、
微
熱
に
体
を
震
わ

き
を
増
す
と
、
空
と
海
は
以
前
に
も
ま
し
て
そ
の
青
を
増
す
。
こ

ん
な
に
海
が
青
い
と
、
人
影
は
孤
独
に
見
え
る
。
人
影
の
位
置
か

き
、
そ
れ
は
力
な
く
海
に
落
ち
、
汚
れ
た
水
死
体
の
よ
う
に
引
き

揚
げ
ら
れ
る
。
汽
笛
が
鳴
る
時
、
す
べ
て
の
窓
は
震
動
に
霞
み
、

海
や
涙
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
液
体
は
凍
り
つ
き
、
鳴
り
終
る
ま
で

動
か
な
い
。
一
瞬
通
り
す
ぎ
る
風
が
汽
笛
を
運
び
去
る
。
港
の
機

ら
だ
と
、
海
以
外
の
何
も
見
え
な
い
は
ず
だ
。
孤
独
は
、
海

り
そ
う
な
一
点
の
白
。
や
が
て
そ
れ
は
群
を
な
し
、
痛
い
白

せ
な
が
ら
、
積
ん
で
は
崩
す
積
木
遊
び
に
熱
中
す
る
。
積
木
に
は

お
び
た
だ
し
い
文
字
が
乱
雑
に
打
ち
こ
ん
で
あ
る
。

か
も
め
だ
。
空
か
ら
落
ち
て
き
て
、
た
ち
ま
ち
海
の
青
に
染
ま

を
追
い
か
け
て
、
そ
の
ま
ま
サ
ロ
ン
を
通
り
ぬ
け
て
外

る
。
た
と
え
ば
、
さ
も
怪
し
げ
な
花
文
字
で
八
恋
Ｖ
と

書
か
れ
た
看
板
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
と
、
ほ
の
か
な
香
煙

が
薄
暗
い
階
段
を
導
い
て
く
れ
る
。
二
階
の
広
間
に
入

る
と
、
そ
の
中
央
に
は
、
な
に
や
ら
贋
物
く
さ
い
中
国

影
に
奇
妙
な
親
し
み
を
覚
え
、
な
に
よ
り
も
、
長
す
ぎ

影
も
な
い
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
テ
ー
ブ
ル
の
影
や
椅
子
の

粉
と
な
る
。
頭
の
中
は
青
空
の
よ
う
に
か
ら
つ
ぼ
だ
。 の

輝
同
ノ
、

並
木
の
蔭
の
店
頭
を
飾
っ
て
い
る
看
板
に
は
偽
り
が
あ

人
の
ご
と
く
、
ぼ
く
は
自
分
の
影
に
挨
拶
し
、
影
法
師

に
出
た
。

ラ
ン
ブ
ラ
ス
通
り
で
は
何
で
も
売
っ
て
い
る
。

る
自
分
の
影
に
安
心
す
る
。
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友

に
海
に
散
ら
ば
り
、
き
ら
め
く
さ
ざ
波
に
ま
ぎ
れ
る
銀

風
の
香
炉
が
艶
や
か
に
照
明
を
浴
び
て
い
る
。
こ

９
‐
４
１
１

る
と
真
白
な
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に
は
一
点
の
染
み
も

い
つ
ま
で
も
一
人
ぼ
っ
ち
の
テ
ラ
ス
に
坐
り
、
ふ

々
な
観
念
が
、
砂
の
城
の
よ
う
に
水
に
流
さ
れ
、
幸と

見
だ
が

に
浮

れ
が
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黒
髪
の
少
女
は
黙
っ
て
廊
下
を
歩
い
た
。
ぼ
く
の
行
く
と
こ
ろ

は
決
め
ら
れ
て
い
る
し
、
こ
の
店
の
仕
事
は
終
っ
て
も
い
な
い
。

す
べ
て
は
、
言
葉
と
裏
腹
に
進
行
す
る
。
そ
れ
に
、
呼
ば
れ
も
し

な
い
の
に
、
先
程
の
二
人
の
女
が
つ
い
て
く
る
。
つ
い
て
き
て
、

大
き
な
音
を
た
て
て
寝
室
の
ド
ア
を
締
め
た
。
黒
髪
の
少
女
は
、

黙
っ
て
微
笑
み
な
が
ら
乳
房
を
握
ら
せ
た
。
に
ぎ
ら
せ
な
が
ら
、

自
分
で
下
着
を
と
っ
た
。
ぼ
く
の
下
着
は
勝
手
に
入
っ
て
き
た
二

人
の
女
が
背
後
か
ら
、
ま
く
り
あ
げ
た
り
、
ず
ら
し
た
り
し
て
、

取
り
上
げ
た
。
ぼ
く
が
少
女
の
体
を
求
め
て
い
る
間
も
、
背
後
の

二
人
は
、
ぼ
く
の
体
を
撫
ぜ
ま
わ
し
、
背
中
じ
ゅ
う
を
唾
液
で
濡

ら
そ
う
と
し
て
い
る
。
二
人
の
女
の
手
を
振
り
切
っ
て
、
よ
う
や

く
少
女
の
体
に
ぼ
く
を
含
ま
せ
る
と
、
今
度
は
ぼ
く
の
尻
に
顔
を

こ
の
店
の
客
引
き
用
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ら
し
く
、
そ
の
周
囲
に

は
半
透
明
の
衣
服
に
包
ま
れ
た
女
た
ち
が
、
よ
く
拝
み
ほ
ぐ
さ
れ

た
肉
体
を
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
で
柔
ら
げ
な
が
ら
、
ま
た
た
び
に

酔
っ
た
猫
の
姿
態
で
寝
そ
べ
っ
て
い
る
・
ぼ
く
が
広
間
に
入
る
と
、

二
人
の
女
が
顔
を
見
合
わ
せ
て
、
け
だ
る
そ
う
に
起
き
あ
が
り
な

が
ら
、
八
何
時
だ
と
思
っ
て
る
の
。
わ
た
し
た
ち
の
お
仕
事
は
今

さ
っ
き
終
っ
た
と
こ
ろ
よ
・
Ｖ
と
近
づ
い
て
く
る
・
だ
が
、
ぼ
く
に

は
、
ど
こ
の
店
に
入
っ
て
も
店
員
の
、
に
は
耳
も
貸
さ
ず
に
黙
っ

て
商
品
に
見
蕩
れ
る
癖
が
あ
り
、
よ
く
見
る
た
め
に
は
、
よ
く
黙

る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
信
念
が
あ
る
。
し
か
も
、
ぼ
く
に
近
づ

い
て
き
た
二
一
人
は
、
ど
ち
ら
も
不
美
人
で
、
一
人
は
ロ
バ
の
よ
う

に
鼻
が
長
す
ぎ
、
も
う
一
人
は
痩
せ
た
鼠
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い

る
。
ぼ
く
が
気
を
引
か
れ
る
の
は
、
香
炉
の
陰
で
う
つ
む
い
て
、

ま
だ
少
女
の
手
つ
き
で
煙
草
を
ふ
か
し
て
い
る
黒
い
髪
の
女
だ
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
彼
女
は
昨
Ｈ
ラ
ン
ブ
ラ
ス
通
り
で
シ
ト
ロ
エ

ン
に
飛
び
乗
ろ
う
と
し
て
あ
わ
て
て
ぼ
く
に
ぶ
つ
か
っ
た
、
あ
の

鹿
の
よ
う
な
少
女
か
も
し
れ
な
い
。
ぼ
く
は
黙
っ
て
彼
女
の
横
に

立
っ
た
。
返
事
が
な
い
の
で
、
彼
女
の
煙
草
を
と
り
あ
げ
て
吸
っ

た
。
Ａ
な
に
上
こ
の
恥
知
ら
ず
め
。
Ｖ
と
、
ぼ
く
の
背
後
に
ま

わ
っ
た
二
人
の
女
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
が
言
っ
た
。
八
と
つ
と
と

二
人
で
ど
こ
に
で
も
行
き
な
さ
い
よ
。
仕
事
は
も
う
終
っ
た
ん
だ

か
ら
ね
。
Ｖ
と
、
ま
た
背
後
で
声
が
し
た
。

そ
う
捨
て
ぜ
り
ふ
を
残
す
と
、
左
手
に
五
百
．
ヘ
セ
タ
札
、
右
手
に

一
握
み
の
衣
服
を
抱
え
こ
ん
で
、
素
裸
で
部
屋
を
出
て
い
っ
た
。

少
女
を
こ
の
店
か
ら
連
れ
出
さ
な
い
限
り
、
少
女
に
は
一
ペ
セ
タ

も
渡
せ
な
い
仕
組
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
少
女
を
連
れ
て
階
段

を
降
り
よ
う
と
す
る
と
、
受
付
の
男
が
長
い
腕
を
伸
ば
し
て
見
せ
、

八
だ
ん
な
、
そ
の
女
、
連
れ
出
す
ん
だ
っ
た
ら
七
百
。
ヘ
セ
タ
置
い

て
い
き
な
・
そ
れ
だ
け
出
せ
ば
、
そ
の
女
に
何
し
た
っ
て
い
い
。
Ｖ

早
く
外
に
出
よ
う
。
ラ
ン
ブ
ラ
ス
通
り
で
は
何
で
も
で
き
る
。

（
つ
づ
く
）

０
１
５
１
１

埋
め
、
陰
嚢
と
虹
門
の
間
に
舌
を
往
復
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
に
、

ぼ
く
は
不
純
な
夢
に
悩
ま
さ
れ
、
甘
っ
た
る
い
想
い
が
下
腹
部
に

募
り
、
そ
の
思
い
を
少
女
に
腹
を
割
っ
て
打
ち
明
け
よ
う
と
し
た

と
た
ん
、
も
う
一
人
の
女
が
ぼ
く
の
虹
門
に
指
を
差
し
入
れ
て
、

そ
の
想
い
を
無
理
矢
理
に
吐
き
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

ぼ
く
は
、
勝
手
に
他
人
の
体
を
も
て
あ
そ
ん
だ
二
人
の
女
に
、

日
本
語
で
怒
鳴
り
散
ら
し
た
。
二
人
の
女
は
、
黙
っ
て
両
手
の
甲

を
腰
に
押
し
つ
け
、
得
意
気
な
表
情
で
顎
を
つ
き
だ
し
て
い
る
。

少
女
を
連
れ
て
外
に
出
よ
う
と
す
る
と
、
一
一
人
は
ド
ア
に
立
ち
は

だ
か
り
、
金
を
出
せ
と
言
う
。
ぼ
く
は
少
女
に
五
百
ペ
セ
タ
札
を

渡
す
と
、
鼻
の
長
い
女
が
い
き
な
り
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
、
股
に

挟
み
込
ん
だ
。
気
持
が
悪
い
の
で
、
そ
こ
に
は
手
が
出
な
か
っ
た
。

も
う
一
枚
の
五
百
。
ヘ
セ
タ
札
を
、
少
女
に
手
渡
そ
う
と
す
る
と
、

八
な
に
よ
、
ど
う
し
て
こ
の
女
ば
か
り
に
や
る
の
よ
・
こ
の
女
は

何
も
し
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
何
も
し
な
い
で
寝
て
た
だ
け
よ
。

サ
ー
ビ
ス
し
た
の
は
、
わ
た
し
た
ち
よ
。
Ｖ
と
痩
せ
た
鼠
が
少
女

の
手
か
ら
そ
れ
を
も
ぎ
り
と
っ
た
。
八
あ
ん
た
は
、
こ
の
お
兄
ち

ゃ
ん
と
ラ
ン
ブ
ラ
ス
で
デ
ー
ト
し
な
・
ま
だ
ま
だ
、
ボ
ン
ボ
ン
・

シ
ョ
コ
ラ
の
ほ
う
が
お
似
合
い
な
ん
だ
か
ら
、
お
金
が
取
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
外
で
修
業
し
て
き
な
。
こ
こ
は
お
人
形
屋
さ
ん
じ

ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
人
形
み
た
い
に
し
て
た
っ
て
金
に
な
ら
な

い
よ
。
ま
あ
、
な
か
に
は
人
形
の
好
き
な
男
も
い
る
け
ど
さ
。
Ｖ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m




